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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 19日 (2005.12.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 面 に 複 数 条 の 線 材 を 密 巻 し た 後 、 該 線 材 の う ち 少 く と も １ 条 以 上 が 残
存 す る よ う に 、 他 の 線 材 を 除 去 し て 、 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 面 に 巻 付 け ら れ て 残 存 す る 線 材 の
間 の 間 隔 を 大 き く す る こ と に よ り 、 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 に 形 成 さ れ る 塗 料 の 保 持 空 隙 を 大 き
く し た こ と を 特 徴 と す る 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 面 に 複 数 条 の 線 材 を 密 巻 し 内 側 線 材 層 を 形 成 し た 後 、 更 に そ の 外 周 に
複 数 条 の 線 材 を 巻 き つ け て 外 側 線 材 層 を 形 成 し 、 そ の 後 該 外 側 線 材 層 に 於 て 少 く と も １ 条
以 上 が 残 存 す る よ う に 、 他 の 線 材 を 除 去 し て 、 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 面 に 巻 付 け ら れ て 残 存 す
る 線 材 の 間 の 間 隔 を 大 き く す る こ と に よ り 、 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 に 形 成 さ れ る 塗 料 の 保 持 空
隙 を 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ロ ッ ド 部 材 及 び 線 材 が 共 に 予 め メ ッ キ さ れ た も の を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ も
し く は ２ 記 載 の 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ も し く は ２ 記 載 の 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー の 製 造 方 法 に 於 て 、 ロ ッ ド 部 材 に は 予

ッ キ し た も の を 用 い 、 そ の 外 周 に 巻 付 け る 線 材 と し て 非 メ ッ キ 線 材 を 用 い 、 線 材 を ロ
ッ ド の 外 側 に 一 層 も し く は 二 層 に 巻 付 け た 後 、 所 定 の 線 材 を 除 去 し 、 し か る 後 、 全 体 を メ
ッ キ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ も し く は ２ に 記 載 の 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ５ 】
　 メ ッ キ が ク ロ ム メ ッ キ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ も し く は ４ に 記 載 の 塗 工 装 置 用
メ ー ヤ バ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 面 に 複 数 条 の 線 材 が 密 巻 さ れ た 後 、 少 く と も そ の １ 条 が 残 存 し 、 他 の
線 材 が 除 去 さ れ て 、 線 材 間 の 間 隔 が 大 き く 、 塗 料 の 保 持 空 隙 を 大 き く し た こ と を 特 徴 と す
る 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー 。
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【 請 求 項 ７ 】
　 ロ ッ ド 部 材 の 外 周 に 、 複 数 条 の 線 材 が 密 巻 さ れ た 内 側 線 材 層 と 、 そ の 外 側 に 巻 付 け ら れ
た 複 数 条 の 線 材 中 少 な く と も そ の １ 条 が 残 存 し 、 他 の 線 材 が 除 去 さ れ て 、 線 材 間 の 間 隔 が
大 き く 、 塗 料 の 保 持 空 隙 を 大 き く し た こ と を 特 徴 と す る 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ロ ッ ド 部 材 及 び 線 材 が 共 に メ ッ キ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ も し く は ７ 記 載
の 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 メ ッ キ が ク ロ ム メ ッ キ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 一 般 的 な メ ー ー は 、 図 １ の 如 き ロ ッ ド ２ に 同 一 径 の １ 条 の 線 材 ４ を 巻 き 付 け た
メ ー ヤ バ ー と 塗 工 ウ エ ブ １ の 関 係 を 示 す 説 明 図 か ら わ か る よ う に 、 塗 料 の 保 持 空 隙 ３ は 極
め て 小 さ い も の で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ２ に 示 す 如 く 線 径 の 異 な る 線 材 ４ 、 ５ （ 線 径 の
大 き さ は 、 線 材 ４ の 方 が 線 材 ５ よ り 大 で あ る ） を ２ 本 揃 え て ロ ッ ド ２ に 密 巻 し た も の や 、
図 ３ に 示 す 如 く ロ ッ ド ２ に 線 材 ４ を 密 巻 し た 後 に そ の 外 部 に 、 内 部 の 線 材 ４ の 溝 に そ っ て
、 線 材 ５ を 密 巻 し た 二 重 巻 き し て 塗 工 ウ エ ブ １ と の 間 に 構 成 さ れ る 塗 料 の 保 持 空 間 を 大 き
く す る 構 造 の も の な ど が 提 案 さ れ て い る が 、 未 だ 満 足 で き る 塗 布 量 及 び 塗 工 面 は 得 ら れ て
い な い の が 現 状 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － ２ ２ ９ ５ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ３ － １ ３ ６ ７ ６ ２ 号 公 報
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 、 本 発 明 に よ る 塗 工 装 置 用 メ ー ヤ バ ー は 、 従 来 の メ ー ヤ バ ー が 図 １ 乃 至 図 ３ の 如 く
単 に ロ ッ ド の 外 周 に 一 重 巻 き も し く は 二 重 巻 き し た 線 材 と 塗 工 ウ ェ ブ の 間 に 形 成 さ れ る 空
隙 に で き る 空 隙 を 利 用 し て い た だ け な の に 対 し 、 本 発 明 で は 、 一 重 巻 き も し く は 二 重 巻 き
し た 線 、 外 部 側 層 つ ま り 塗 工 ウ ェ ブ に 接 す る 側 の 線 材 層 の 中 か ら 少 く と も １ 条 の み を
残 存 さ せ 、 他 の 線 材 を 除 去 す る こ と に よ り 、 一 定 の 間 隔 で 部 分 的 に 線 材 が 除 去 さ れ て 、 線
材 と 塗 工 ウ ェ ブ と の 間 に で き る 空 隙 の 大 き さ を 大 き く す る よ う に 形 成 す る こ と に よ っ て 塗
料 の 含 有 量 を 大 き く し 塗 布 量 を 大 き く す る も の で あ る 。 ま た 、 線 材 が 除 去 さ れ る こ と に よ
っ て 塗 工 ウ ェ ブ に 接 触 す る 線 材 の 巻 き 付 け 間 隔 が 大 き く な り 、 こ れ に よ っ て 従 来 の メ ー ヤ
バ ー に 比 べ て 同 じ 塗 布 量 を 得 る の に 塗 布 厚 の 凸 凹 が 小 さ く な り 良 好 な 塗 工 面 が 得 ら れ る も
の で あ る 。
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